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　withコロナ、Afterコロナに関わらず、ソーシャルディスタンスを確保しながら簡単に取り
入れることのできるレクリエーションとして、「ティッシュキャッチ」「ナンバー７」「割りばし
リレー」の３つをご紹介します！

「福祉のひろば」へのご意見募集中！
アンケート入力フォームから広報紙へ
のご意見をぜひお寄せください！
記事の感想や掲載してほしいことなど
みなさまの声をお待ちしています！

青森県社協ウェブサイト
「福祉ネットあおもり」はこちら ➡
URL　 http://aosyakyo.or.jp/

P5　 ボランティア活動情報 
　令和４年８月３日からの大雨災害
　災害ボランティア始動
　　～「迅速に」かつ
　　　　「寄り添う」支援を～
　県内の災害ボランティアセンターで活躍した
ボランティア団体「ライオンズクラブ国際協会
332-A地区」にお話を伺いました！

P6-7　 発信！県社協 
・災害ボランティアセンター運営支援
・こどもと地域に愛される居場所へ
　あおもりこどもの居場所ネットワーク設立
・介護現場の業務改善を支援！
　介護ロボット・ICT等導入支援セミナ－　ほか
　県社協が取り組んでいる活動をご紹介！

P9　 ふくしワークLINE 
・保育士求人情報
・経営者支援セミナー (オンライン)
・介護の資格届出制度
　福祉事業所・福祉職の方に向けた情報をお知らせ！

P10　 みなさまの善意に感謝！ 
　県社協への寄附・善意銀行への預託をご紹介！
　　　 県共同募金会からのお知らせ 
　災害ボランティアセンターを支援しています！

P12　 県社協から 
　県社協の会員募集のお知らせ

P11　 スポットライト 
・県社協 地域生活定着支援センター
　　大久保　佐由美さん
　異業種から福祉の職場に飛び込んだ人物をご紹介！
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P2–3　 特集 
　心の距離を ぎゅっ と近づける
　　レクリエーションで育むふれあい
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　上から落ちるティッシュをタイミング良くキャッ
チします。
　手軽な物を使って運動不足を解消しましょう。

 【用意する物】 
ティッシュ

 【進め方】 
①　高いところからティッシュを落とす。
②　ティッシュの落下地点を予測する。
③　ティッシュをキャッチする。

 【こんな展開もおすすめ】 
　ティッシュを足でつかむ、はしでつかむ、または
キャッチする側が一回転してつかむなど難易度を調
整することができます。

　２人で協力して、出した指の数の合計が「７」に
なるように数字を作ります。
　物品の用意が必要なく、ソーシャルディスタンス
の確保をしながら、どこでも誰でも気軽に楽しめる
ゲームです。
　計算することで脳の運動にもなります。

 【進め方】 
①　対面に向き合う。
②　「いっせーのーで」で同時に指を出し合う。
③　合計で数字が「７」になると成功！！

 【こんな展開もおすすめ】 
　両手で合計「15の数字」を作る、３人で合計「８
の数字」を作るなど、人数や数字を変えることで難
易度を調整することができます。

　社会福祉施設や事業所では、新型コロナウイルス感染症によってふれあいや心のやすらぎを育
むレクリエーション活動が実施しづらくなっています。
　今回は、コロナの影響でフレイル（心身の虚弱）が話題となる中、ソーシャルディスタンスを
確保しながら簡単に取り入れることのできるレクリエーション活動についてNPO法人スポネッ
ト弘前からアドバイスをいただきました！
　年齢を問わず、誰でも、どこでも楽しめるレクリエーションを紹介します！！

ひらひら舞い降りる花びら
ティッシュキャッチ‼

指定された数字を作れ
ナンバー7‼

かんたん度　★★★
すばやさ度　★★★★

かんたん度　★★★★★
かしこさ度　★★★

キャッチ

落ちる
ティッシュ

を…

成功はこの形！

「２」＋「５」
＝「７」！！
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●
関
係
団
体
の
ご
紹
介

○�

一
般
社
団
法
人
青
森
県
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
で
は
、
様
々

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○�

公
益
財
団
法
人
日
本
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
で
は
、
検
索

ツ
ー
ル
「
レ
ク
ぽ
」
で
多
く
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　互いの指先で割り
ばしを支えながら、
協力してゴールを
目指します。
　コミュニケーショ
ンを深めるのにピッ
タリのレクリエーシ
ョンです。

 【用意する物】 
割りばし

 【進め方】 
①　並んで立つ。
②　お互いの片手の指先で割りばしを支えながら持つ。
③　コースを歩くあるいは走る。

 【こんな展開もおすすめ】 
　コースをジグザグにしたり、障害物(平均台等)を
設置したりすることで難易度を調整することができ
ます。また、割りばしを風船、ボール、長い棒など
に変更して楽しむこともできます。

特 集
で育むふれあいレクリエーション

心の距離を　　　　と近づける

　
い
か
が
で
し
た
か
。
こ
れ
か
ら

は
コ
ロ
ナ
禍
と
う
ま
く
付
き
合
い

な
が
ら
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
工
夫

共に行こう、どこまでも
割りばしリレー‼

　

大
事
な
の
は
、
対
象
人
数
、
年
齢
な
ど
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
方
に
合
わ
せ
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
ぶ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
場
所
の
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
も
大

事
で
す
ね
。
身
近
に
あ
る
物
で
も
工
夫
次
第

で
十
分
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
１
つ
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
色
々
な
形
で
楽
し
む
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
今
回
ご
紹
介
し
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
是
非
活
用
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

レクリエーション活動で
大事にしたいこと

NPO法人
スポネット弘前
　理事長
　鹿　内　　葵　氏

NPO法人スポネット弘前では
定期的にスポーツ教室や
サークル活動を行っています
　　　　　　　詳細はこちら➡　　

し
な
が
ら
楽
し

く
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

ぎゅっ

レクリエーション

かんたん度　★★★★
なかよし度　★★★★★

詳細はこちら↑詳細はこちら↑
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〈SJ21 10723より抜粋して作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染症重点プラン」への加入をおすすめします。
例えば、被災地での災害ボランティア活動や当初予定していなかったボランティア活動への参加にあたり、新型コロナ
ウイルス感染症をはじめとした特定感染症への備えとして、特定感染症重点プランに加入いただきますと、より安心して
ボランティア活動に参加いただけます。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

【新設】特定感染症
重点プラン

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラ

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和４年度
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ボランティア活動情報
　
令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
に
よ

り
、
青
森
県
内
の
14
市
町
村
に
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
津
軽
地
方

の
被
害
が
甚
大
で
、
土
砂
等
が
家
屋
に
流

れ
込
み
、
床
上
・
床
下
浸
水
被
害
の
他
、

半
壊
・
全
壊
と
な
っ
た
家
屋
も
多
く
、
地

域
住
民
の
生
活
の
復
旧
を
目
的
に
、
各
地

で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
降

災
害
VC
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
の

災
害
VC
で
は
、
団
体
、
個
人
含
め
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
に
参
加
し
、
被

災
者
宅
の
泥
出
し
や
清
掃
、
災
害
ご
み
運

搬
等
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
の
む
つ
市
災
害
VC
運
営

の
際
に
資
機
材
を
提
供
し
、
今
回
の
災
害

VC
の
運
営
支
援
（
抗
原
検
査
の
提
供
等
）

～
「
迅
速
に
」
か
つ

「
寄
り
添
う
」
支
援
を
～

鯵ヶ沢町では中心街が水没し、日常生活復
旧のため災害VCが設置されました。その他、
弘前市、五所川原市、中泊町、外ヶ浜町(三
厩藤島地区、平舘元宇田地区)でも災害VCが
設置され、支援活動が展開されました。

令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
災
害

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
始
動

鯵ヶ沢町で家具等を搬出する
ライオンズクラブ国際協会
332－Ａ地区のメンバー

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
協
力
し
た

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
332

－

Ａ

地
区
」
の
メ
ン
バ
ー
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。一

日
も
早
い
生
活
再
建
へ

　
私
た
ち
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協

会
332

－

Ａ
地
区
」
は
令
和
３
年
４
月
に
、

青
森
県
社
協
と
災
害
時
の
支
援
に
協
力
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
地
域
社
会
に

対
す
る
奉
仕
を
行
う
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
災
害
時
に
お
い
て
も
初
動
と
復
興
支

援
を
「
労
力
」「
物
資
」「
資
金
」
を
通
じ

て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
各
被
災
地
へ
赴
き
、
行
政
や
社

協
の
方
々
と
話
し
合
い
、
災
害
VC
の
立
上

げ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
必
要
物
資
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
地

の
ク
ラ
ブ
へ
要
請
文
を
通
知
し
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
、
運
営
側
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
し
た
り
、
物

資
を
調
達
し
て
送
っ
た
り
す
る
等
、
復
興

を
支
援
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
避
難
所
と
被
災
住
宅
を
訪
問
し

た
際
に
は
、
地
域
の
方
々
が
疲
弊
し
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
生
活
再
建
が
遅

れ
る
ほ
ど
、
ス
ト
レ
ス
や
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
た
ま
り
、
い
か
に
迅
速
か
つ
寄

り
添
う
活
動
が
展
開
で
き
る
か
が
鍵
と
な

る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
支
援
を
通
じ
て
、
①
奉
仕
団
体
と
し

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
、
②
関
係
団
体

等
と
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
③

ニ
ー
ズ
を
的
確
か
つ
迅
速
に
把
握
し
、
実

際
の
支
援
に
結
び
付
け
る
こ
と
の
３
つ
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
、
教
訓
と
し
て
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
青
森
県
内
全
域
に
お
い
て
、
気

候
変
動
に
伴
う
自
然
災
害
は
頻
発
し
、
被

害
は
広
域
で
甚
大
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
「
備

え
」
や
「
環
境
問
題
」
に
対
す
る
意
識
を

常
に
持
ち
、
い
つ
何
が
あ
っ
て
も
迅
速
に

支
援
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
度
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
皆
様
の
一
日

も
早
い
生
活
再
建
を
願
っ
て
い
ま
す
。



6青森県社協広報紙 NO.68

県社協HPに
最新情報
公開中！ ➡

掲載している活動について詳しく知りたい方は、お気軽にお問い合わせください。
【問い合わせ先】● メール：fukushi-net-aomori@aosyakyo.or.jp
　　　　　　　　● 電　話：017-723-1391　　● FAX：017-723-1394

　介護ロボットなどを活用した介護現場における業務
改善の取組を支援するため、すすめ方や活用できる本
県の補助金情報などをお知らせする「介護ロボット・

ICT等導入支援
セミナ－」を、
９月15日（木）
オンラインで開
催しました。
　本県を中心に
全国の介護事業
者や開発企業な
ど か ら74人 が
参加し、関心の
高さを窺わせま
した。

　青森県地域生活定着支援センターでは、高齢、また
は障害により福祉的支援を必要とする矯正施設退所者
や被疑者・被告人等の支援を行っています。
　当センターが実施している相談支援業務では、本人、
または関係者からの相談に応じて助言やその他の必要
な支援を行っています。矯正施設退所後の生活不安や
困りごと、利用者が逮捕されたなど、当センターでお
力になれることがございましたらご相談ください。
＜研修のご案内＞

名　称 令和４年度 地域福祉支援検討会（中南圏域）
日　時 令和４年12月16日（金）9：50～16：00
会　場 弘前商工会議所会館2階「大ホール」

対　象 中南圏域の老人福祉施設、地域包括支援セン
ター、障害者支援施設、相談支援事業所ほか

内　容
・講　　義　刑事司法、更生保護制度等について
・事例検討　�刑務所退所者の理解と支援について
・講　　師　青森大学　教授　船木昭夫氏ほか

その他 参加費無料、定員40名

　年会費は１人１万円
　（非常勤は５千円可 ※サービスの一部は除外）
○活用すればするほどお得なサービス○
・生活習慣病予防健診費用助成（最大４千円）
・結婚、出産、入学のお祝い品贈呈（商品券５千円～）
・毎年全員に健康生活用品プレゼント（３千円相当）
・永年勤続記念品プレゼント（５千～５万円相当）

　県内の生活困窮者自立相談支援機関に従事する相談
支援員向けの研修のうち、７月29日（金）に理念・
基本姿勢編を、９月22日（木）に事例検討編を下記
のとおりそれぞれオンライン併用で開催しました。

参加者 講　師 内　　　容

理念・
基本
姿勢編

39名
上智大学
准教授
鏑木奈津子氏

困窮制度の成り立ち
から対象者を限定し
ない相談支援と困窮
者支援を通じた地域
づくりなど

事例
検討編 40名

北海道医療大
学
准教授
宮本雅央氏

相談援助技術を学び、
家計や生活面で複合
課題を抱える世帯へ
の支援に関する事例
検討

　今年度の相談支援員研修はすべてのプログラムを終
了し、研修企画チームで振返りを行い、令和５年度の
研修計画を検討することとしています。

介護現場の業務改善を支援！

介護ロボット・ICT等導入支援セミナ－

矯正施設退所者や被疑者等の社会復帰に向けて

すこやかで安心できる生活の伴走支援

福祉の職場の魅力向上に

福利厚生センターをご活用ください

生活困窮者自立支援制度従事者養成研修

「理念・基本姿勢編」「事例検討編」開催

詳しくはQRコードをチェック!
事業説明にお伺いします【総務課】
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　８月３日（水）からの大雨で、県内各地は大きな被
害を受けました。
　県内ではじめて複数箇所（弘前市、五所川原市、
外ヶ浜町、鰺ヶ沢町、中泊町）で災害ボランティアセ
ンターが設置され、被災者支援が行われました。
　青森県社協では、青森県福祉救援ボランティア活動
本部を設置し、関係機関等と連携しながら災害ボラン
ティアセンターの設置運営支援等を行いました。

　虐待は障がい者の尊厳を害するものであり、障がい
者の自立や社会参加を進めるためにも虐待を防止す
ることは極めて重要です。「障害者虐待防止法」では、
障がい者に対す
る虐待を発見し
た者は、市町村
等に通報するこ
とが義務づけら
れています。
　障害者虐待と
思われる事柄を
見聞きしたら、
市町村等の窓口
にご相談くださ
い。

　青森県内のこどもの居場所の運営者や支援者のつな
がりを作り、居場所を必要としているこどもたちが通
えるように、居場所の再開や継続した運営ができる
よう支援するため、“あおもりこどもの居場所ネット
ワーク”を８月29日（月）に設立しました。①こど
もの居場所の相談支援、②こどもの居場所の情報の提
供及び収集、③こどもの居場所のネットワーク、④食
品等の分配等を通じて、具体的に活動や運営者を支援
していきます。
　同日には、設立セミ
ナーも開催。今年は平
成24年８月に始まっ
た「こども食堂」から10年。全国各地のこども食堂
とつながりながら、こどもの居場所が地域を豊かにし
てきた時間を振り返り、ネットワーク設立を機にさら
に居場所が広がるよう開催しました。

　青森県保育士・保育所支援センターでは、９月３
日（土）に八戸学院大学短期大学部幼児保育学科と共
催で「保育者の学びのニーズに応じた研修」をハイブ
リッド形式で開催しました。
　保育所等に従事している方や今後従事予定の方を対
象に「絵本から広がる遊びの世界」や「気になる子ど
もの保護者への支援」といった実践的なテーマを５つ

取り上げ、専門の先
生方にご講義いただ
きました。延べ252
人の参加者が熱心に
受講され、コロナ禍
でも学習ニーズの高
さが窺えました。

災害ボランティアセンター
運営支援

みんなで防ごう障害者虐待！

青森県障害者権利擁護センター

こどもと地域に愛される居場所へ
あおもりこどもの居場所ネットワーク設立

盛況‼
保育者の学びのニーズに応じた研修

外ヶ浜町災害ボランティアセンター設置準備風景

絵本が子どもの散歩にどんな豊かさを
与えられるのか話し合いました

発信 ! 県社協 青森県社協が取り組んでいる活動をご紹介！
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ふくしワークLINEふくしワークLINE
ご
登
録
く
だ
さ
い
‼

　
　
　
保
育
士
求
人
情
報

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
【 

介
護
の
資
格
届
出
制
度 

】

令
和
４
年
度

�

経
営
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　

青
森
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
育
士
に
特
化
し
た
無
料

職
業
紹
介
を
行
っ
て
お
り
、
求
職
者
が

２
０
０
人
以
上
登
録
し
て
い
ま
す
。
求
職

者
に
求
人
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、

中
途
採
用
や
令
和
５
年
度
採
用
の
求
人
情

報
を
当
セ
ン
タ
ー
の
「
青
森
県
保
育
士
人

材
バ
ン
ク
」
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

求
職
者
の
中
に
は
『
ブ
ラ
ン
ク
』
や

『
家
庭
と
の
両
立
』
を
気
に
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ま
す
。『
指
導
係
を
配
置
』『
勤
務

時
間
の
調
整
可
能
』『
子
の
看
護
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
』
等
の
特
徴
を
求
人
情
報

に
追
記
す
る
と
働
き
や
す
さ
が
伝
わ
り
ま

す
。

　

求
職
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
の
時
期
、

ぜ
ひ
当
セ
ン
タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
介
護
の
資
格
を
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
に
届
出
い
た
だ
く
こ
と
で
、
次

の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
、
届
出
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〖
対
象
資
格
・
研
修
〗

　
介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、

介
護
職
員
実
務
者
研
修
、
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研
修
１
級
・
２
級
、
旧
介
護
職

員
基
礎
研
修
、
生
活
援
助
従
事
者
研
修
、

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

　
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
人
材
確

保
の
現
状
を
踏
ま
え
、
職
場
の
環
境
整
備

や
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
向
上
を
目

的
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

※�

開
催
要
項
・
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
県

社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
青
森
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�

電
話
：
０
１
７
―
７
７
７
―
０
０
１
２

【
問
合
先
】
青
森
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�

電
話
：
０
１
７
―
７
７
７
―
０
０
１
２

【問合先】
青森県保育士・保育所支援センター
電話：017－718－2225

福祉事業所・福祉職の方に向けた情報をお知らせ!

資格を届出すると・・・

　　　　　　登録はこちらから ➡

「離職防止環境整備研修会」
・人が育ち定着する職場づくりのポイントとヒント
・リーダーの基本姿勢、磨きをかけるべき力、心構え、スキル
・人を育てるリーダーとなるための方法　など

開催日：令和５年１月18日（水）

「メンタルヘルス研修」
・経営者や管理者、人事担当者向けメンタルヘルス対策の進め方
・早期発見から職場復帰支援までのポイント
・部下への関わり方　など

開催日：令和５年２月６日（月）

介護に関わる最新情報を
お届けします

介護知識・技術の研修や
職場体験をサポートします

福祉人材センターが就職を
きめ細かにお手伝いします



「こども宅食おすそわけ便」等への定期的な 無償食品提供 にご協力いただいている皆さま

共同募金は災害ボランティアセンターを支援しています！県共同募金会から

のお知らせ
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みなさまの善意に感謝 !

● 青森県善意銀行【フードバンク】への預託

● 青森県社協への寄附

● 青森県善意銀行への預託

預託者名（敬称略） 預託内容 払出先名（敬称略）

大和ハウス工業株式会社 カロリーメイト180個 子育て世帯、生活困窮者等

寄附者名（敬称略） 寄附金額（円）

公認会計士・税理士　小野寺高事務所 26,938

對馬　拓夢 5,000

匿名希望（1名） 9,662,826

合　計 9,694,764

寄附者名（敬称略） 寄附内容

藤イベント企画代表　藤はじめ 車椅子１台

預託者名（敬称略） 預託内容 払出先名（敬称略）

株式会社サカイ引越センター イベントチケット　４枚 サポートセンター虹

アフラック青森県アソシエイツ会 車椅子２台 県内介護施設１ヶ所

令和４年７月～９月分　寄附・預託のご紹介

善意銀行を通して子育て世帯等に食品の寄附をいただきました

青森県社協が実施する事業や福祉団体への支援等に役立てるための寄附をいただきました

善意銀行を通して福祉施設や団体に金銭や物品等の寄附をいただきました

　寄附や預託、贈呈式の様子を青森県社協ＨＰで紹介
しています
　贈呈式は写真付きで掲載中です！ ぜひご覧ください

寄附ページは
こちら

青森県ボランティア・市民活動
センターのfacebookはこちら

提供者名（敬称略） 提供者名（敬称略）
生活協同組合コープあおもり 階上キユーピー株式会社

青森県民生活協同組合 みちのくコカ・コーラボトリング株式会社

株式会社北日本吉野家 株式会社モリレイ

ＬＡＰＡＮＡＤＥＲＩＡ　 ＪＡ青森中央会

　赤い羽根共同募金では、災害救助法が適用された市町村に
設置される災害ボランティアセンターの設置・運営や被災地
におけるボランティア活動の支援を行っています。
　災害の規模が大きい程、行政だけでは対応が十分に行き届
かず、民間の組織的な支援への期待が大きくなります。その
中核となる民間の災害ボランティアセンターを設置・運営す
るための経費（人件費を除く）について、共同募金会が支援
しています。
　これまでも様々な災害に資金を拠出しており、今年は、８
月３日からの大雨により災害ボランティアセンターが設置さ
れた５市町の社会福祉協議会に支援資金を交付しました。
　申請を受理した後、柔軟且つ速やかな資金の交付が可能で
すので、被災時の活用をご検討ください。

【令和４年度の拠出状況】
交付先市町村社協名 交付額（円）

外ヶ浜町社協、弘前市社協、鯵ヶ沢町社協、
五所川原市社協、中泊町社協

各1,500,000
合計7,500,000
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ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

　
今
回
は
、
異
業
種
か
ら
福
祉
の
職

場
に
飛
び
込
ん
だ
、
県
社
協
に
勤
務

す
る
、
大お

お

久く

保ぼ

佐さ

由ゆ

美み

さ
ん
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
！自

衛
隊
か
ら
県
社
協
へ

　

自
衛
隊
に
入
隊
し
た
の
は
、
学
生
時
代

に
教
師
か
ら
誘
わ
れ
て
自
衛
隊
の
説
明
会

に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
通

信
、
人
事
、
経
理
等
の
業
務
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
定
年
後
の
就
職
先
を
探
し
て

い
た
と
き
、
自
衛
隊
内
に
あ
る
援
護
セ
ン

タ
ー
※
１
の
担
当
者
か
ら
県
社
協
の
事
務
職

の
求
人
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
の
こ

と
は
詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事

務
職
な
ら
ば
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
、
応
募
し
ま
し
た
。
入
職
し
て
み
る
と
、

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
や
生
活
福
祉

資
金
の
貸
付
、
こ
ど
も
食
堂
や
刑
務
所
退

所
者
の
支
援
ま
で
、
取
り
こ
ぼ
さ
れ
る
人

が
い
な
い
よ
う
に
幅
広
く
活
動
し
て
い
る

こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
仕
事
へ
の
思
い

　

私
が
所
属
す
る
地
域
生
活
定
着
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
罪
に
問
わ
れ
た
障
が
い
者

や
高
齢
者
が
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

居
住
先
の
調
整
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

支
援
、
地
域
生
活
で
の
困
り
事
の
相
談
対

応
等
を
し
て
い
ま
す
。
相
談
支
援
は
初
め

て
で
す
が
、
人
事
で
長
年
人
と
接
し
て
き

た
経
験
を
活
か
し
て
支
援
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
当
初
は
正
直
、
罪
を
犯
し
た
人
に

関
わ
る
怖
さ
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
支

援
対
象
者
と
話
し
て
み
る
と
、
一
般
の
人

た
ち
と
変
わ
り
な
く
、
保
証
人
の
不
在
な

ど
彼
ら
な
り
の
生
き
づ
ら
さ
が
あ
る
と
知

り
ま
し
た
。
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を

整
え
、
そ
こ
に
彼
ら
を
送
り
届
け
、
周
囲

に
支
援
す
る
人
が
増
え
て
い
く
の
を
見

る
と
、
孤
立
せ
ず
に
過
ご
せ
る
と
思
い
、

ほ
っ
と
し
ま
す
。

福
祉
か
ら
受
け
た
影
響

　

せ
っ
か
ち
な
私
で
す
が
、
街
で
動
作
が

遅
い
人
に
待
た
さ
れ
て
も
「
障
害
が
あ
る

か
も
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
気
持
ち

に
余
裕
が
生
ま
れ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、

支
援
に
は
信
頼
関
係
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
障
害
や
高
齢
に
よ
っ
て
意
図

が
伝
わ
り
に
く
い
方
に
は
、
一
呼
吸
お
い

て
、
ど
う
話
せ
ば
伝
わ
る
か
考
え
、
繰
り

返
し
説
明
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家

族
か
ら
口
調
も
優
し
く
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

県
社
協
の
「
住
民
が
支
え
あ
い
、
だ
れ

も
が
そ
の
人
ら
し
く
健
や
か
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
を
推
進
す
る
」
と
い

う
理
念
は
、
自
衛
隊
の
「
国
民
を
守
る
」

と
い
う
役
割
に
通
じ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
県
社
協
の
職
員
と
し
て
専

門
性
を
高
め
、
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
々

を
守
り
、
手
助
け
し
て
い
き
た
い
で
す
。 支援内容の説明をする

大久保さん

※
１
…
援
護
セ
ン
タ
ー　

　
再
就
職
支
援
業
務
と
し
て
隊
員
の
経

験
や
資
格
に
応
じ
た
就
職
先
を
紹
介
し

て
い
る
。
自
衛
隊
で
は
、
大
型
自
動
車

免
許
や
第
２
種
運
転
免
許
の
取
得
、
ヘ

ル
パ
ー
の
講
座
の
受
講
が
可
能
な
た
め
、

送
迎
バ
ス
の
運
転
手
や
支
援
員
と
し
て

再
就
職
す
る
隊
員
は
い
た
が
、
援
護
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
県
社
協
へ
就
職
し
た

の
は
大
久
保
さ
ん
が
初
め
て
。



 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ドライバーに        もしもの時の安心を 

     福祉に関わる皆様へ 

青森市新町 2丁目 8-26 TEL 017-777-8111（代表） 

自動車総合共済    

福祉車両割引（3％） 

障害者割引（10％） 

 
 

福祉施設割引（10％） 
福祉施設職員割引（5％） 
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県社協から 青森県社会福祉協議会 会員募集のお知らせ
　本会では、年間を通じて会員を募集しており、会員になっていただいた方を対象とした会員特典もございます。
　福祉施設、企業、団体、個人の方々に会員になっていただいており、会員の皆様からいただいた会費は、本会の
大切な財源のひとつとして、県民福祉の向上に活用させていただいております。
　多くの皆様のご支援、ご協力をいただきますようお願いいたします。

事業や活動に関する
相談等、法人運営等の
経営相談を行います

理事及び評議員に
選出される権利を有し、

県社協の事業運営に
参画することができます

各種広報誌の送付等に
より、福祉に関する情報
を得ることができます

県社協で行っている
助成・貸付が
受けられます

県社協が主催する研修会等を
ご案内するほか、一部研修に
ついては参加費等の割引があ

ります

県社協が取り組むべき施策の
提案及び委員会等の諸活動に
参加する機会を得ることが

できます

【問合先】
青森県社協
総務課

TEL：017-
723-1391

会員
特典


